
*診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について(通知)
(抜粋版) 

 　第１節初診料
 
　　Ａ０００初診料
 
    (9)「注４」に規定する保険医療機関において、医薬品価格調査の信頼性を確保する観点か

ら、毎年９月末日においても妥結率が低い状況のまま、初診を行った場合は、「注４」の所定
 
点数を算定する。
 
 妥結率が低い保険医療機関とは、妥結率の実績が50％以下の保険医療機関をいう。
 
妥結率の実績の計算期間は、報告年度の当年４月１日から９月30日までとし、当該期間の妥結率
 
の実績が基準を上回る場合には、11月１日から翌年10月31日まで妥結率が低い保険医療機関とは
 
みなされない。ただし、報告年度の当年10月以降に新規に保険医療機関に指定された医療機関に
 
おいても、翌年10月31日まで妥結率が低い保険医療機関とはみなされない。
 
 なお、妥結とは、取引価格が決定しているものをいう。ただし、契約書等の遡及条項により、取引
 
価格が遡及することが可能な場合には未妥結とする。また、価格は決定したが、支払期間が決定し
 
ていないなど、取引価格に影響しない契約状況が未決定の場合は妥結とする。
 
※妥結率の計算については、下記のとおりとする。
 
妥結率＝卸売販売業者(医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和
 
        35年法律第145号。以下「医薬品医療機器法」という。）第34条第３項に規定する卸売販売
       
        業者をいう。)と当該保険医療機関との間での取引価格が定められた薬価基準に収載されて
 
        いる医療用医薬品の薬価総額（各医療用医薬品の規格単位数量×薬価を合算したもの）／
 
        当該保険医療機関において購入された薬価基準に収載されている医療用医薬品の薬価総額
 
 (10)妥結率の割合は、「別紙様式35」により、毎年10月に地方厚生（支）局長へ報告すること。
 
 (11)(10)に規定する報告の際には、保険医療機関と卸売販売業者で取引価格の決定に係る契約書の
 
写し等妥結率の根拠となる資料を併せて提出すること。
 
 
第２節再診料
 
Ａ００１再診料
 
(１)再診料は、診療所又は一般病床の病床数が200床未満の病院において、再診の都度（同一日に
 
おいて２以上の再診があってもその都度）算定できる。 
 
(２)「注２」に規定する保険医療機関の取扱いについては、区分番号「Ａ０００」初診料の(9)から
 
(11)までと同様である。 
 
Ａ００２外来診療料
 
(５)「注４」に規定する保険医療機関の取扱いについては、区分番号「Ａ０００」初診料の(９)から
 
(11)までと同様である。 
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